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１．北海道地方研究会の概要
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研究会概要

【学識経験者】

有村 幹治
室蘭工業大学 大学院 工学研究科 准教授

内田 賢悦
北海道大学 大学院 工学研究院 教授

髙橋 清
北見工業大学 社会環境工学科 教授

◎萩原 亨
北海道大学 大学院 工学研究院 教授

◎座長

【研究機関】
寒地土木研究所

【道路管理者】
東日本高速道路(株) 北海道支社

北海道開発局

研究会委員

平成27年度（第1回～第3回 北海道地方研究会）
・研究会趣旨、実施方針の決定
・ETC2.0の概要、活用案の報告
・研究計画及び提言骨子の提出
・地域提言（案）、研究計画（案）の提出

平成28年度（第4回～第7回 北海道地方研究会）
・北海道地方研究会研究計画（案）の提出
・外国人周遊観光の実態調査結果、課題に対する対策案、
周遊観光対策の効果検証方法の検討

平成29年度（第8回～第11回 北海道地方研究会）
・Wi-Fiを活用した観光促進の取組内容の検討
・外国人レンタカーの事故対策箇所の検討

平成30年度（第12回～第13回 北海道地方研究会）
・Wi-Fiを活用した観光促進の取組内容の決定と結果報告
・訪日外国人観光客レンタカーによる急挙動発生箇所の
ピンポイント事故対策案の決定と実施報告



２．研究のテーマ

2

テーマ①：Wi-Fiを活用した観光促進

テーマ②：訪日外国人観光客レンタカー事故ピンポイント対策

北海道の主要観光地である中富良野町は、夏季ラベンダーシーズンに観光渋滞が発生し、快適
な観光を阻害している。中富良野エリアの観光渋滞を緩和し周遊観光を促進するため、Wi-Fiパ
ケットセンサーを活用し、観光施設の滞在状況等を把握するとともに、観光施設情報・混雑情報を
提供し行動変容を促進する

（今回の報告内容）

●7月3連休の中富良野地区の観光渋滞
対策についての結果報告

●Wi-Fiパケットセンサーデータを用いた分析
結果報告

（検討内容）

●ラベンダー開花時期の中富良野町で試行

・ Wi-Fiパケットセンサーにより把握した観光地までの混雑
状況を路側やWebサイト等で提供し、観光客の行動変
容や混雑緩和の取組みを実施
・各施設の滞在人数や施設間の周遊行動を把握し、取
組みによる観光促進の効果を検証

北海道新千歳空港周辺地域において、ETC2.0プローブデータから、外国人レンタカー利用者の利
用経路における急挙動箇所を抽出し、情報提供等の対策を行うことによる効果を検証する

（検討内容）

●急挙動発生箇所の抽出及び対策案を検討

●対策工を実施し、対策効果を検証

（今回の報告内容）

●急挙動発生箇所の対策実施内容の報告

※対策効果検証は今後検討予定



3

３．Wi-Fiを活用した観光促進（渋滞緩和に向けた取組み）

［H28～］幅広路肩を活用した臨時車線運用により
観光交通と通過交通を分離

L=450m通過交通

観光交通

［H29～］渋滞の手前で無料臨時駐車場に
誘導し、無料シャトルバスにより送迎

観光交通と通過交通の
集中により渋滞発生

寿交差点

［H30］シャトルバスの利用促進に向け、
臨時駐車場の手前での情報提供を強化

観光交通

〇北海道の主要観光地である中富良野町は、夏季ラベン
ダーシーズンに観光渋滞が発生し、快適な観光を阻害

〇中富良野エリアの観光渋滞を緩和するため、臨時車線運
用、情報板表示、無料臨時駐車場の設置、無料シャト
ルバスの巡回運行を実施

H29年度までの渋滞対策の取組み概要 取組みの課題

〇渋滞緩和の取組みによって、観光渋滞緩和に一定の
効果が見られたが、依然、渋滞が発生

○無料シャトルバスによるパーク＆バスライドの取組みは、
認知不足で利用率が低く、対策効果が不十分

H30年度の取組み概要

〇更なる渋滞緩和に向け、案内看板の増設やWEBサ
イトでリアルタイムの混雑情報を利用者へ提供し、無
料シャトルバスの利用促進に向けた情報提供を強化

〇Wi-Fiパケットセンサー、ETC2.0プローブデータ等で
主要観光施設の周遊行動を把握し、無料シャトルバ
スの取組み等による中富良野地区周辺エリアの立寄
箇所数等の効果を分析

▼渋滞緩和に向けた取組概要

無料シャトルバス運行
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３．Wi-Fiを活用した観光促進（情報提供の強化）
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富良野
市街地

認知率を上げ、無料シャトルバスを選択して
もらえるように情報提供を強化

L=4.6km

中富良野交差点 寿交差点

②中富良野エリアの
渋滞情報の提供

①無料臨時駐車場
への誘導情報

③認知強化のための
情報提供

次の信号左折

無料臨時駐車場

無料シャトルバス
10分間隔で運行中

FREE

国道 237号中富良野町
交通円滑化検討会

④リアルタイムの
情報提供

L=2.2km

国道混雑予想区間

237

237

当日の混雑状況や無料
シャトルバスの情報を2次
元バーコードから入手可能

次の信号左折

シャトルバス
の方が早い

国道 237号中富良野町
交通円滑化検討会

FREE

こ
の
先
混
雑
中

無
料
バ
ス
便
利
で
す

交通状況によりリアル
タイムに情報を切り替え

②国道に混雑が発生した場合

この先混雑中
無料バス便利です

①国道が混雑していない場合

無料バス運行中

③臨時駐車場が満車の場合

無料バス駐車場
満車

④リアルタイムの
情報提供

※HP ・チラシに2次元
バーコードを掲載

・無料シャトルバスの利用率が認知不足で低いことから、昨年度からの取組み（①無料臨時駐車場への誘導情報、
②中富良野エリアの渋滞情報）は継続しつつ、H30年度は、③認知強化のための情報、④リアルタイムの情報を強化

・リアルタイム情報は、Wi-Fiパケットセンサーにより「人の動き」を把握し、国道の渋滞状況や臨時駐車場の混雑状況に応じ、
路側の電光掲示板やWebサイトの内容を切り替えて利用者に提供

スマホから発信されるWi-Fiアクセス
ポイントへ接続する電波を受信する
装置であり、人の動きを把握

本体

通信モジュール

バッテリー

AC電源

Wi-Fiアンテナ

▼Wi-Fiパケットセンサー
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観光施設
Wi-Fi

パケット
センサー

Wi-Fiサーバー

通信モジュールで
サーバーにデータ送信

調査機器本体

バッテリー

Wi-FIアンテナ

通信モジュール

取得データ
・暗号化された固有ID
・Wi-Fiパケットセンサーの機器ID（位置）
・固有IDの検出時刻（時間）

Wi-Fiパケットセンサーとは

・ スマートフォン等のWi-Fi機能をオンにしている機器が発するパケット情報を検出し、機器の固有のID（MAC-
Address）を暗号化しサーバーへ送信する機器

データ取得の流れ

・ Wi-Fiアンテナで取得したパケット情報は、調査機器本体が固有IDを暗号化し、匿名性を確保した状態でWi-Fiサー
バーに5分間隔でデータを送信し蓄積（※データ送付間隔は任意で設定可能）

・ 固有ID、位置、時間を取得することで、訪問観光施設の滞在時間や施設間の移動時間を把握

取得データから得られる分析情報
・訪問観光施設の滞在時間
・訪問観光施設間の移動時間

３．Wi-Fiを活用した観光促進（Wi-Fiパケットセンサーの概要）

▼Wi-Fiパケットセンサーの構成 ▼Wi-Fiパケットセンサーによるデータ取得イメージ

パソコンで分析

Wi-Fi機能をオン

携帯キャリアを問わず
パケットデータを検出

※固有IDは暗号化されているため個人を特定する情報は収集されない
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３．Wi-Fiを活用した観光促進（リアルタイム情報の提供）

・ Wi-Fiパケットセンサーから得られた主要観光地までの所要時間を国道の渋滞状況や無料臨時駐車場の混雑状況に
応じて、直近の路側電光掲示板やWebサイトで情報をリアルタイムに切替えて提供し、無料シャトルバスに誘導

・午前中は国道の混雑情報を提供し無料シャトルバスへ誘導、午後は臨時駐車場の満車情報を提供

時間帯
国道
滞留長

Wi-Fi
パケセン
所要時間

臨時
駐車
場

提供した
情報

09:30～ 無し 15分 空き 通 常

10:00～ 無し 15分 空き 通 常

10:30～ 120m 25分 空き
国道混雑

25分

11:00～ 230m 25分 空き
国道混雑

25分

11:30～ 260m 25分 空き
国道混雑

25分

12:00～ 320m 35分 空き
国道混雑

35分

12:30～ 360m 30分 空き
国道混雑

30分

13:00～ 450m 35分 満車
臨時駐車場

満車

13:30～ 620m 35分 満車
臨時駐車場

満車

14:00～ 320m 40分 満車
臨時駐車場

満車

14:30～ 350m 25分 満車
臨時駐車場

満車

▼Webサイトの画面構成

リアルタイム切替情報

①通常時

②国道渋滞時

③臨時駐車場満車時

只今の無料シャトルバスの運行状況
中富良野交差点周辺混雑中
主要観光施設まで35分待ち
無料シャトルバスが便利です。

12時00分 現在

Wi-Fiパケット
センサーから得られた
所要時間を掲載

情報切替部分 ▼Webサイトの時間毎の表示内容

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
へ
誘
導

臨
時
駐
車
場
満
車
情
報
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３．Wi-Fiを活用した観光促進（渋滞緩和・移動時間短縮効果）

・各種取組みにより国道237号における平均渋滞長は年々減少し、渋滞緩和の取組み前に比べて約2.4km減少

・11基のWi-Fiパケットセンサーにより、主要交差点・観光スポット・無料シャトルバス等の各経路の人の移動時間を把握

・無料シャトルバス利用者の方が、シャトルバス非利用者に比べ平均25分（最大4７分）早く主要観光施設に到着

3,230 

1,117 
900 800 

    0

1,000

2,000

3,000

4,000

H25～H27 H28

2+1車線

H29

2+1車線

シャトルバス

H30

2+1車線

シャトルバス

情報提供強化

取組前 取組後

渋滞長【ｍ】

半減

2割減
1割減

※各年シャトルバス運行時間
（10時～16時）の平均値

H25年はH25.7.14
H26年はH26.7.13
H27年はH27.7.11
H28年はH28.7.16 
H29年はH29.7.15
H30年はH30.7.14

50

367

1,450

2,567

3,233
3,383

3,550
3,433 3,383

2,417

733

50
100 100 100

1,000 1,000

1,500
1,300

1,500

1,100
900

200
100

900
1,000

1,300

900

1,400
1,200

50

600

50
125 200

300 350

825 775
875

1,025 975

750

175
50

    0

  500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

07時～ 08時～ 09時～ 10時～ 11時～ 12時～ 13時～ 14時～ 15時～ 16時～ 17時～ 18時～

H25～H27（取組前） H28（2+1車線）

H29（2+1車線＆シャトルバス） H30（2+1車線＆シャトルバス＆情報提供強化）
渋滞長【ｍ】

情報提供強化
による促進効果

2+1車線
による誘導効果

シャトルバス
による分散効果

▼中富良野交差点渋滞長（直進車線）

▼時間帯別の渋滞長比較

約2.4km減少

P無料シャトルバス
臨時駐車場
無料シャトルバス
臨時駐車場

ファーム富田ファーム富田
なかふらの
フラワーパーク
なかふらの
フラワーパーク

町営ラベンダー園町営ラベンダー園

北星山展望台北星山展望台
彩香の里
佐々木ファーム
彩香の里
佐々木ファーム

西中駅西中駅 中富良野駅中富良野駅 鹿討駅鹿討駅 学田駅学田駅

富良野駅富良野駅

705

851

759

759

237

237

237

38

237

38

38

237

237

中富良野交差点

シャトルバス利用
18～34分

シャトルバス非利用
18～73分

調査日：平成30年7月14日（土）

寿交差点3.0km

6.2km

（平均バス待ち時間5分を含む）

主要観光施設

18

35

28

38

64

47

70
65

73

46

59
62

18 20 18

29

22
26

29

22
26 28

34

24

09時 10時 11時 12時 13時 14時 15時

自家用車利用

シャトルバス利用

所要時間

【分】

※シャトルバス利用は、平均バス待ち時間5分を加算

最大
47分短縮

シャトルバス利用

シャトルバス非利用

自家用車利用 シャトルバス利用

所要時間

平均所要時間の比較

移動時間
20分

バス待ち時間
5分

50分

25分

平均
25分短縮

シャトルバス利用シャトルバス非利用

▼無料シャトルバス利用者と非利用者の移動時間

時間毎の所要時間

①～⑪設置位置

①

②

③
④

⑤

⑥

シャトルバス

⑦～⑪
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３．Wi-Fiを活用した観光促進（観光客の行動変化）

・Wi-Fiパケットセンサーにより、各観光施設の、滞在時間、立寄数、施設間の流動を把握

・各観光施設の滞在時間は、無料シャトルバス利用者の方が非利用者と比べ、 4～26％長い

・無料シャトルバス利用者の方が非利用者と比べ、複数の観光施設間を行き来する割合が3割増加し、平均立寄箇所数
が1.4箇所（0.3箇所増）と無料シャトルバスの運行が中富良野地区の観光促進に寄与

▼各観光施設の滞在時間

（無料シャトルバス利用者）

0.1

6.1

4.8

28.0

95.1

65.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シャトルバス

非利用者

シャトルバス

利用者

３か所 ２か所 １か所

平均 1.1箇所

平均 1.4箇所

シャトルバス
利用者の方が
立寄数が多い

▼観光施設の立寄数

37分 39分

91分

38分 41分

115分

 50

100

150

彩香の里 ﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ

町営ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ園

ﾌｧｰﾑ富田

（町営駐車場）

シャトル非利用者

シャトル利用者

滞在時間

【分】

26％増

無料シャトル
バス利用の滞在時間

の方が長い

※ファーム富田にはWi-Fiパケットセンサーを設置していないため、
シャトルバス非利用は、隣接する町営駐車場の駐車時間
シャトルバス利用は、バスの降車⇒乗車までの時間により推定

5％増4％増

調査日：平成30年7月14日（土）

調査日：平成30年7月14日（土）

▼観光施設間の流動状況

（無料シャトルバス非利用者）
さいか とみた

2箇所以上の
立寄数が約3割増加
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３．Wi-Fiを活用した観光促進

効果が大きい

92.7

96.5

92.5

効果が小さい

2.9

1.0

3.5

どちらとも言えない

4.4

2.5

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

目的地までの

移動時間が減った

【N=205】

目的地までの交通渋滞

によるストレスが減った

【N=202】

目的地での滞在時間

が増加した

【N=201】

19.6

12.5

10.3

47.8

1.3

0.9

12.5

0％ 20％ 40％ 60％

配布チラシ

インターネット上のチラシ

観光施設のＨＰ等

無料臨時駐車場手前の路上看板

口コミ

ツイッター等のSNS

その他

・無料臨時駐車場手前の電光掲示板等で取組みを知っ
た人が約5割を占め、今年度追加した情報提供が大きく
貢献

・無料シャトルバスの周遊利便性に関して、好評意見が
9割以上を占め、利用者は高い効果を実感

利用者アンケート
（取組みを何で知ったか）

利用者アンケート
（取組みの効果）

※複数回答

（Ｎ＝224）

※「効果が大きい」は「とても効果が大きい」「効果が大きい」と回答したもの
※「効果が小さい」は「効果が小さい」「全く効果がない」と回答したもの

路上看板
が約5割

▼取組みに関する認知状況

▼取組みに関する利用者の意見

H29年度
（7月15日） （45％）

（91％）

駐車容量
260台

▼臨時駐車場の稼働状況

・無料臨時駐車場の利用台数が約2倍、駐車場容量の
9割を超える利用があり、ほぼ満車の状態となり、情報提
供強化の効果が発現

・無料シャトルバスの利用者数は約3倍に増加

▼無料シャトルバスの利用状況

199

566

H29年度 H30年度

約3倍
に増加

利用人数【人】

7月15日（土） 7月14日（土）

H30年度
（7月14日）

116台

236台 9割を

超える利用

約2倍に増加

利用台数【台】
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３．Wi-Fiを活用した観光促進

・無料臨時駐車場と無料シャトルバスの利用促進のための情報提
供の強化が観光渋滞の緩和に寄与

・Wi-Fiパケットセンサーの分析から、無料シャトルバス（パーク＆ライ
ド）の優位性を確認

・取組みにより、各観光施設の入込み人数や滞在時間、立寄箇所
数の増加が確認され、中富良野地区の観光促進に寄与

夏季試行の結果



北海道における訪日外国人の
レンタカー死傷事故件数の推移

外国人の急挙動発生状況の特徴

４．外国人レンタカーの事故対策（課題と対策検討）

・北海道においては、訪日外国人へのレンタカー貸出し件数とともに、外国人レンタカーの死傷事故件数が増加

・訪日外国人が利用するレンタカーは８割が高速道路を利用し、急挙動の８割がレンタカー会社からの出発直後に発生

・新千歳空港周辺地域で特に急挙動が集中する３つのエリアを外国人特有の危険箇所として特定し、訪日外国人向けの
ピンポイント事故対策を検討

※H29年11月～H30年5月に取得したETC2.0プローブデータから分析
※急挙動（急減速）は、-0.3Gを閾値

千歳IC

千歳東IC

新千歳空港

恵庭IC

新千歳空港IC

美沢PA

337

258

36

36

36

16

258

千歳ICを利用する
交通流動が多い

至 札幌

至 苫小牧

77

エリア②
急挙動発生件数2位：5件

⇒R36×道道早来千歳線

（中央大通）交差点

エリア①
急挙動発生件数1位：10件

⇒R36×道道早来千歳線

（美々駒里大通）交差点

エリア③
急挙動発生件数2位：5件

⇒道道千歳インター線×市道

真町泉沢大通交差点

千歳恵庭JCT

2.9
3.9

4.6

3.4

13.5

6.8

8.3

4.5

0

2

4

6

8

10

12

14

16

エリア① エリア② エリア③ エリア全体

(回/百台) 日本人 外国人

新千歳空港周辺の
外国人の急挙動発生状況

1.7～4.6倍

特に急挙動が集中するエリア

1.4倍

11

出発直後
約8割

高速道路
約8割

うち、千歳IC
利用が約9割

訪日外国人のレンタカーによる死傷事故件数は増加



４．外国人レンタカーの事故対策（課題に応じた対策①）

12

・道道早来千歳線沿道のレンタカー会社を出発し、高速道路ICへ向う外国人レンタカーが最初に通る大きな交差点

▼エリア① Ｒ３６×道道早来千歳線（美々駒里大通）交差点

【想定される要因】
・構造物とサグ により見通しが悪く、
信号交差点の視認性が悪い

・片側3車線道路であり、高速道路ICの
方向が分らず無理な車線変更による
急挙動が発生

【対策】
・事前周知として、レンタカー
会社へのチラシ配布

・高速ICへの案内や注意を促す
仮設看板を設置

(※)
１

サグによる視認性低下

高速道路への案内不足

※サグとは、下り坂から上り坂に差しかかる凹部のこと。

36

１

道道早来千歳線

（美々駒里大通）

至 苫小牧

至千歳市街地

はや きた ち とせ

び び こま さと

レンタカー会社

急挙動発生地点

凡 例

仮設看板（高速道路案内）

JR
千
歳
線

急挙動多発区間

チラシ配布
（危険箇所・交通ルール）

仮設看板（注意喚起）

※チラシに関する詳細はP.15参照

対策
実施

対策
実施

対策
実施



道道早来千歳線

（中央大通）
至 新千歳空港

至道央道

至千歳市街地・道東道

急挙動多発区間

１

はや きた ち とせ

36

36ちとせ
しん ちとせ

ちゅう おう

急挙動発生地点

凡 例

高速道路ナンバリング整備

チラシ配布
（危険箇所・交通ルール）

道央道(千歳IC)を案内

対策
実施

対策
実施

13

▼エリア② Ｒ３６×道道早来千歳線（中央大通）交差点

・片側4車線道路であり、新千歳空港から道央道と道東道に向うルートの分岐交差点

・道央道千歳ICへは左折となるが、日本語の案内標識しか設置されていない

【想定される要因】

・日本語の案内標識しか設置されておら
ず、道央道千歳ICへ向う交通が、左折
の判断がつかず急挙動が発生

【対策】

・事前周知として、レンタカー
会社へのチラシ配布

・わかりやすい案内に向けた
高速道路ナンバリングの整備

高速道路への迷い運転

１

(左折：道央道)と(直進：道東道)
の判別がつきにくい

４．外国人レンタカーの事故対策（課題に応じた対策②）

※チラシに関する詳細はP.15参照



１

急挙動発生地点

凡 例

至千歳IC
ちとせ

チラシ配布（危険箇所・交通ルール）

仮設看板（高速道路案内）

樹木剪定（視認性向上）

高速道路ナンバリング整備

高速道路ナンバリング整備

急挙動多発区間

対策
実施

対策前

対策
実施

対策
実施

対策
実施

対策
実施

対策前

対策前

対策後

14

▼エリア③ 道道千歳インター線×市道真町泉沢大通交差点

・片側３車線道路であり、高速道路千歳IC入口への最後の交差点

・道央道千歳ICへの利用者は右車線を走行となるが、日本語による案内標識しか設置されていない

【対策】
・事前周知として、レンタカー会社へのチラシ配布
・わかりやすい案内に向けた高速道路ナンバリング
の整備

・道央道への進入方法を周知する仮設看板を設置
・案内看板の視認性向上に向けた樹木剪定

【想定される要因】
・道央道方向の車線
案内標識を見落とし、
交差点直近で無理な
車線変更による急挙
動が発生

１

日本語による
車線案内標識

右車線の高速
道路案内標識

４．外国人レンタカーの事故対策（課題に応じた対策③）

※チラシに関する詳細はP.15参照



４．外国人レンタカーの事故対策（交通ルール等の周知）

・交通ルールや急挙動発生箇所の周知は、訪日外国人のドライブ観光の出発拠点となる新千歳空港周辺のレンタカー店
舗においてチラシ配布を実施

15

千歳IC

千歳東IC

新千歳空港

恵庭IC

新千歳空港IC

美沢PA

至 札幌

至 苫小牧

千歳恵庭JCT

337

258

36

36

36

16

258
77

7/30
（月）

8/1
（水）

10/5
（金）

10/10
（水）

合計

レンタカー店舗① 300 1,000 - 500 1,800

レンタカー店舗② 150 - 300 - 450

合計 450 1,000 300 500 2,250

▼チラシ配布箇所図

▼各レンタカー店舗におけるチラシ設置状況

▼チラシレイアウト

《チラシの配布状況》 《交通ルールに関する説明状況》

2箇所のレンタカー
店舗でチラシを配布
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４．外国人レンタカーの事故対策

①訪日外国人レンタカー事故分析
・死傷事故件数は増加、死亡事故率・致死率が高い

②急挙動発生状況の分析
・高速道路利用が8割（うち9割は千歳ICを利用）
・急挙動の8割は出発直後に発生、特に交差点付近で多発傾向
・３つのメッシュで特に多発、外国人の急挙動発生率は全体と比べ1.7～4.6倍

⇒外国人特有の急挙動と特定

③対応案の検討ならびに実施
・訪日外国人の移動経路における急挙動発生箇所や交通ルールを、チラシ配布により周知
・急挙動発生が多い各交差点の課題に応じて、仮設看板設置や樹木剪定等のピンポイント
対策を実施

・高速道路ICへのアクセス道路において、高速道路ナンバリング標識の設置により、外国人
ドライバーにも分かりやすい案内を実施

対策の効果検証

・訪日外国人ドライバーのETC2.0データを取得
・整備前後の急挙動発生状況等を比較し、ピンポイント事故対策効果を検証

まとめ

今後の取組み


